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１．はじめに

（１）背景
　我が国の国土交通行政においては、2003 年の美しい
国づくり政策大綱以降、景観法（2004）による法整備、
公共事業各分野における景観形成ガイドラインの策定

（2004 〜）、景観アセスメント制度の試行（2004）と本
格運用（2007）による国土交通省所管公共事業での景
観形成の制度化など、景観に関する制度やガイドライン
の整備が進んでいる。
　景観を含む国土交通行政の推進は、行政内部における
課題抽出や解決方針の検討に関する調査・研究を経て実
施されるのが一般的である。そのため行政が実施する研
究の目的は、現実の政策課題に即した解決方策・技術提
案がその中心であり、それゆえ、研究成果が学会等で広
く公表されることは多くない。これは、大学における研
究が、学会講演や論文集等の形で公表されることが前提
となっていることと大きく異なる。
　しかし、景観に関連する研究の場合、大学における研
究者も専門家として景観行政の現場に携わり、課題解決
を強く意識することが多いことから、行政課題と大学の
研究者の問題意識が重なる点が多いように感じられる。
しかし、前述のような状況から、これまで大学・行政が
それぞれの景観研究の方向性について積極的に意見交換
し、連携する機会が少なかったものと思われる。
　ここ数年で景観保全・形成といった概念が行政内部で

「取り組むべき課題」として認識されるに至り、行政に
おける景観に関する調査・研究の増加が予想される。今
後は、行政と大学における景観に関する調査研究が、そ
れぞれの成果を認識しつつ実施されるような議論が必要
であると考える。

（２）目的
　そこで本論では、行政と大学における景観研究の協働
や補完関係について論ずるための手がかりとして、国土

交通省国土技術政策総合研究所（以下、国総研）で実施
されている景観関連研究を整理し、その傾向や課題を考
察する。

（３）先行研究と本論の位置づけ
　本論に関する先行研究として最も重要なものは、柴田
らによるもので、1960年〜98年までの土木・建築・都市・
造園分野で発表された景観論に関する論文を系譜図とし
て整理し、時期ごとの研究主題を 34 の研究グループに
集約して詳細に考察するとともに、時代を追って変遷を
整理し、景観研究の方向性を論じた 1)。
　柴田らが景観論の変遷に着目したのに対し、本論では
国総研における 2005 〜 2008 年度の景観関連研究を整
理し、現時点における景観論の課題を論じようとするも
のである。

２．国総研における景観関連研究

（１）国総研の研究マネジメント−「大枠」
　国総研は住宅・社会資本分野における国の研究機関で
あり、その役割は次の３点とされている。①政策の企画・
立案に資する研究、②事業の執行・管理に必要となる技
術支援、③法令等に基づく技術基準策定に関する研究。
　国総研では、研究マネジメントの考え方として、「大
枠」という考え方を導入している。これは、政策の企画
立案に資する研究を行うために，国土・社会システムの
将来像を実現するための課題を明らかにし，その解決に
向けた研究活動の方向と目標を包括的に示したものであ
る。「大枠」には、「自然災害に対する安全・安心」、「ユ
ニバーサル社会の創造」、「持続可能な社会の構築」など、
13 の課題が設定されており、複数の部署が連携してそ
の解決にあたることが前提となっている。「大枠」によ
る研究マネジメントの一環として、まず、課題全体の構
造を明らかにし、達成すべき状態や実施すべき行動を整
理する作業が実施されている。各部署の研究を位置づけ、
また、今後の研究実施計画立案に役立てることがその目
的である。

（２）大枠「景観の保全と創造」
　この「大枠」のひとつとして「景観の保全と創造」が
設定されており、国総研の研究部・センターのほとんど
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計
測
で
き
る
場
合
の
適
用
範
囲
が
正
し
く
設
定

さ
れ
、そ
の
手
法
が
確
立
さ
れ
て
い
る

●
貨
幣
価
値
評
価
の
適
用
範
囲
検
討

●
景
観
の
貨
幣
価
値
評
価
手
法
構
築

景
観
形
成
が
地
域
の
価
値
や
評
価
を
長
期
的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
実
証

的
に
示
さ
れ
て
い
る

●
地
域
社
会
に
対
す
る
景
観
形
成
効
果
指
摘

●
地
域
社
会
に
対
す
る
景
観
形
成
効
果
の
評
価

建
築
物
形
態
が
視
覚
的
心
理
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
研
究
／
自
然
環

境
と
の
ふ
れ
合
い
が
人
間
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
研
究
／
歴
史
的
イ
メ

ー
ジ
形
成
に
関
す
る
景
観
評
価
手
法
の
開
発

一
定
の
条
件
の
も
と
で
景
観
要
素
と
評
価
の
関
係
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る

●
分
野
ご
と
の
評
価
予
測
モ
デ
ル
構
築

専
門
家
、事
後
評
価
、社
会
科
学
の
各
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
評
価
を
科
学
的

に
検
証
す
る
手
法
が
確
立
さ
れ
て
い
る

●
他
ア
プ
ロ
ー
チ
を
裏
付
け
る
検
証
手
法
構
築

事
業
実
施
過
程
や
実
施
後
に
景
観
評
価
を
実
施
す
る
際
の
評
価
軸
選
択

や
そ
の
手
順
が
確
立
さ
れ
て
い
る

●
事
業
や
制
度
に
則
し
た
評
価
手
順
の
構
築

行
政
制
度
の
中
に
景
観
評
価
実
施
が
適
切
に
位
置
づ
け
ら
れ
、一
般
的
に

な
っ
て
い
る

●
行
政
制
度
内
へ
の
景
観
評
価
内
在
化
検
討

景
観
形
成
の
目
標
と
な
る
モ
デ
ル
が
技
術
的
情
報
と
と
も
に
わ
か
り
や
す
く

提
示
さ
れ
て
い
る
。ま
た
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
考
え
方
が
整
理
さ
れ
て

い
る
。

●
規
範
的
事
例
集
の
策
定・
普
及

●
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定・
普
及

道
路
景
観
形
成
資
料
集
素
案
策
定
／
景
観
デ
ザ
イ
ン
の
規
範
事
例
集
策

定
調
査

類
似
事
例
に
お
け
る
設
計
内
容
お
よ
び
事
業
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
情
報
が

共
有
さ
れ
て
い
る

●
景
観
検
討
事
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

景
観
検
討
事
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
構
築

計
画
・
設
計
時
に
で
き
上
が
る
構
造
物
や
空
間
の
イ
メ
ー
ジ
が
関
係
者
に

共
有
さ
れ
、合
意
形
成
に
用
い
ら
れ
る

●
適
切
な
景
観
予
測
ツ
ー
ル
を
選
定
で
き
る
考
え
方
提
示

●
利
用
し
や
す
い
景
観
予
測
ツ
ー
ル
の
開
発

複
数
の
分
野
、組
織
と
連
携
し
景
観
形
成
を
図
る
体
制
・
手
法
が
確
立
。特

に
、観
光
、生
態
系
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、防
災・
災
害
復
興
と
緊
密
に

連
携
し
、様
々
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
を
織
り
込
ん
で
景
観
形
成
が
図
ら
れ
る

●
景
観
に
関
す
る
諸
学
術
分
野
の
関
係
構
築
●
環
境
省
・
農
林
水
産
省
・

文
化
庁・
財
務
省
等
と
の
総
合
的
な
景
観
政
策
研
究
●
観
光
振
興
と
景
観

形
成
の
両
立
●
生
態
系
保
全
と
景
観
の
両
立
ほ
か

観
光
行
動
か
ら
み
た
新
た
な
観
光
計
画
手
法
の
確
立
に
関
す
る
調
査
研
究

／
公
園
緑
地
に
お
け
る
生
態
的
環
境
評
価
手
法
に
関
す
る
研
究
／
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
景
観
形
成
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
ほ
か

市
街
地・
郊
外
に
お
け
る
景
観
要
素
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
景
観
形
成
や
保

全
の
考
え
方
が
整
理
さ
れ
、必
要
な
技
術
開
発
が
行
わ
れ
た
上
で
そ
れ
ら

が
連
携
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る

●
市
街
地
・
郊
外
の
景
観
要
素
に
対
す
る
景
観
保
全
・
形
成
技
術
開
発
●

市
街
地
・
郊
外
の
景
観
要
素
の
連
携
に
よ
る
景
観
保
全
・
形
成
方
策
検
討

●
里
山・
里
地
の
保
全
技
術
開
発

専
門
家
、市
民
を
問
わ
ず
、景
観
形
成
に
関
す
る
意
識
の
高
い
社
会
が
実
現

し
て
い
る

●
民
間
技
術
者
に
対
す
る
景
観
研
修
制
度
構
築

●
大
学・
学
校
に
お
け
る
景
観
教
育
実
施
の
支
援

農
村
風
景
、山
村
風
景
、漁
村
風
景
が
社
会
的
必
然
性
を
も
っ
た
上
で
良
好

な
景
観
を
呈
し
て
い
る

●
農
業
経
営
と
良
好
な
農
村
景
観
の
両
立
方
策
検
討

●
林
業
経
営
と
良
好
な
山
村
景
観
の
両
立
方
策
検
討

●
漁
業
経
営
と
良
好
な
漁
村
景
観
の
両
立
方
策
検
討

里
地・
里
山
を
対
象
と
し
た
景
観
計
画
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

領
域
方
向
性
調
査（
沿
道
環
境
を
改
善
し
、良
好
な
生
活
環
境
を
創
造
す
る

)／
隣
接
施
設
・
街
路
等
と
連
携
し
た
都
市
公
園
の
整
備
・
管
理
に
関
す
る

研
究
／
都
市
臨
海
部
へ
の
自
然
生
態
系
の
再
生
手
法
の
検
討
ほ
か

自
然
景
観
の
保
全
に
つ
い
て
の
技
術
的
指
針
が
確
立
し
、ま
た
適
切
な
利

用
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
、我
が
国
の
自
然
に
対
す
る
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る

●
自
然
景
観
保
全
の
た
め
の
技
術
的
検
討
●
自
然
景
観
利
用
促
進
策
の

検
討
●
環
境
ア
セ
ス
制
度
の
適
切
な
改
良

親
水
施
設
の
利
用
者
意
識
向
上
の
た
め
の
社
会
実
験
／
砂
浜
の
変
形
限

界
と
養
浜
材
料
の
残
存
率
に
関
す
る
研
究

年
月
を
経
て
風
格
を
増
す
公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
る
た
め
の
技
術
が
確
立

し
て
い
る

●
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
意
識
し
、長
期
間
利
用
可
能
な
構
造
、素
材
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
の
検
討・
評
価

道
路
空
間
お
よ
び
そ
の
近
傍
の
地
域
が
一
帯
と
な
っ
て
良
好
な
景
観
を
創

出
し
維
持
さ
れ
る
技
術・
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
る

●
日
本
風
景
街
道
の
推
進
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
技
術・
制
度
の
確
立

●
良
好
な
道
路・
沿
道
景
観
を
実
現
す
る
緑
化
方
針
検
討

領
域
方
向
性
調
査
(美
し
い
景
観
と
快
適
で
質
の
高
い
道
空
間
を
創
出
す

る
）／
道
路
緑
地
の
設
計
手
法
に
関
す
る
研
究
ほ
か

河
川・
水
辺
空
間
お
よ
び
そ
の
近
傍
の
地
域
が
一
帯
と
な
っ
て
良
好
な
景
観

を
創
出
し
維
持
さ
れ
る
技
術・
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
る

●
河
川・
水
辺
空
間
の
利
用
を
促
進
す
る
手
法
開
発

●
良
好
な
河
川・
水
辺
空
間
創
出
の
た
め
の
技
術・
制
度
的
サ
ポ
ー
ト

渓
流
保
全
工
の
景
観
設
計
に
関
す
る
調
査
／
親
水
施
設
の
利
用
者
意
識

向
上
の
た
め
の
社
会
実
験
／
河
川
を
軸
と
し
た
都
市
内
の
自
然
再
生
の
あ

り
方
に
係
わ
る
研
究
ほ
か

公
共
施
設
の
良
好
な
景
観
が
地
域
の
核
と
な
る
よ
う
な
整
備
が
行
わ
れ
て

い
る

●
事
業・
施
設
ご
と
の
景
観
形
成
の
方
向
性
確
立

●
事
業・
施
設
ご
と
の
景
観
形
成
策
検
討

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
域
に
お
け
る
施
設
計
画
の
見
直
し
に
関
す
る
調
査
／

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
域
に
お
け
る
利
便
性
の
向
上
方
策
に
関
す
る
調
査
ほ

か 歴
史
的
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
関
す
る
景
観
評
価
手
法
開
発
／
歴
史
的
街
並
み

保
全
を
目
的
と
し
た
建
築
基
準
法
集
団
規
定
の
運
用
研
究
／
世
界
文
化
遺

産
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
民
家
等
を
中
心
と
し
た
文
化
的
景
観
の
形

水
環
境
保
全
型
社
会
の
構
築
に
関
す
る
研
究
／
人
口
減
少
時
代
の
都
心・

郊
外
部
空
洞
化
に
対
応
し
た
住
宅
市
街
地
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
研
究

歴
史
的・
文
化
的
遺
産
を
中
心
と
し
た
景
観
形
成
の
制
度
、技
術
面
の
サ
ポ

ー
ト
が
行
わ
れ
、我
が
国
の
歴
史・
文
化
に
対
す
る
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る

●
歴
史
的
・
文
化
的
景
観
の
評
価
手
法
開
発
●
歴
史
的
・
文
化
的
建
造
物

等
の
利
活
用
に
関
す
る
技
術
開
発
●
歴
史
的・
文
化
的
建
造
物
等
の
保
全

・活
用
に
関
す
る
制
度
設
計

地
球
環
境
保
全
、国
土
構
造
の
変
化
、人
口
減
少
・
少
子
化
社
会
、ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
を
考
慮
し
た
、長
期
的
に
持
続
可
能
な
景
観
形
成
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
、実
行
さ
れ
て
い
る

●
長
期
的
な
持
続
可
能
性
を
考
慮
し
た
景
観
形
成
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
提
示
●

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
実
現
の
た
め
に
必
要
な
事
業・
組
織・
体
制
の
提
示



が関わっている。本テーマについては筆者が中心となっ
て課題の整理・構造化を行った。
　まず、「景観の保全と創造」に関わると思われる研究
課題（2005 年以降に実施または実施予定のもの）を各
部署より申告してもらい、申告された 42 課題と、国土
交通省本省や関連機関で実施・実施予定であることを把
握している 5 課題を合わせて整理した。整理にあたり、
単に各部署の所掌整理になることを避けるため、なるべ
く横断的な課題設定を行った。また、現状で実施予定の
ない課題についても、横断的であるか、課題として重要
であると思われるものについては適宜追加した。課題は
大分類、中分類、小分類の３段階に構造化し、小分類の
課題については「達成すべき状態」とその実現のために

「実施すべき行動」を検討し、実施・実施予定の研究を「研
究課題」として対応させた。その結果が図 - １および図
−２（ただし紙面の都合で研究課題の一部を省略）であ
る。なお、ここで提案する景観研究の分類は、排他的分
類ではなく、景観研究のアプローチをいくつか示したも
のであり、いくつかの研究は複数の分類に現れている。
　以下、大分類ごとにその考え方を簡単に説明する。
a)「地域個性を重視した持続的な景観形成の実現」
　この大分類では、主に景観法、公共事業の景観アセス
メントの運用や制度の拡充、また、それらの運用に関す
る各主体との連携を挙げた。これらのうち、現状で実施
予定がないが実施すべき事項として、景観計画の実効性
の検証や、公共事業における景観検討体制の検討や人材
育成の方針検討などがある。
b)「良好な景観に関する共通認識形成」
　景観に関する評価手法の開発や、関連するデータの整
備、ツール開発に関する研究は「景観に関する共通認識
の形成」としてまとめ、それらを「考え方の整理」「ツー
ル整備」という基本的段階と、「他の政策課題との連携」
という社会全体における位置づけを踏まえた発展的段階
に分けた。また、これら全体の普及についても「景観教
育」として挙げた。
　この大分類の中では比較的多くの研究が実施されてい
るが、対象が限定的であり、他の研究との関係が希薄で
景観評価の全体像を掴みにくいのが課題である。そのた
め、最初の小分類として挙げた「景観評価の考え方に関
する俯瞰的整理」に関する必要性が高いと考えている。
c)「地域の社会背景ごとの良好な景観保全・創出」
　この大分類では、実際に出現する景観の類型ごとに課
題を整理した。「公共施設景観」については分野ごとの
縦割りの印象が否めないが、その他の「市街地・郊外景
観」「農山漁村景観」「自然景観」「歴史的・文化的景観」
については、分野を超えた取り組みの必要性を強調し、
特に農山漁村については、良好な景観として認識される
ことが多く、その保全が重要な課題であるにも関わらず、

研究が非常に手薄であることを指摘した。
d)「社会変化に対応した景観形成の実現」
　a) から c) では考慮していなかった、長期的未来の社
会状況を踏まえた景観形成ヴィジョンの検討を掲げた。

３．まとめ

（１）考察
　本論では「景観」という課題の総合性や横断的視点を
意識しながら国総研の景観関連研究の構造化を試みた。
この作業より、以下のような点が指摘できる。
　住宅・都市分野では歴史や文化、人口減少に関する研
究など、中長期的な視点を意識した研究が見られるが、
全般としては、直接的に施策に反映しやすい成果が出る
研究がほとんどである。したがって、例えば景観評価に
関する研究であっても、評価指標の開発は実施しやすい
が、景観評価の考え方整理など基礎的調査に類するもの
は相対的に実施しにくい。また、複数分野を横断した総
合的視点による研究も少ない。研究成果を受けた横断的
施策の実施には、研究とは別に政策上の調整が必要であ
ることが背景にあると考えられる。
　すなわち、基礎的な研究、あるいは横断的、包括的な
研究は大学での実施が有利であり、技術開発・課題解決
に関する研究は（予算が比較的潤沢な）行政の研究機関
での実施が有利であると思われる。効率的な研究実施の
ためには、活発な意見交換や成果報告を前提に、こうし
た役割分担の検討も有効であろう。
　また、「景観の保全と創造」は縦割りの対応だけでは
困難であることはすでに多くの場所で指摘されており、
図−１、２で「研究課題」欄が空欄となっている分類の
研究実施は重要な課題であると考えられる。これらの課
題の中で、横断的・包括的であっても行政が実施すべき
研究（「人材育成の方針検討」や「行政制度内への景観
評価内在化検討」などの施策に直結する研究）と、大学
や学会で実施した方が有効な成果が得られると思われる
研究課題（「景観評価の体系構築」、「農業経営と良好な
農村景観の両立方策検討」など、俯瞰的・分野横断的研
究）とがあると考えられ、適切な情報交換・役割分担の
上で研究を行うことが望まれる。

（２）今後の課題
　今後、図−１、２の分類を改良し、景観政策推進に関
して実施すべき研究を、より具体的に示す予定である。
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